
 

令和 ２ 年 度  学 校 総 合 評 価  

 

富山県立富山北部高等学校  

 

６ 今年度の重点目標に対する総合評価  

    今年度の「重点項目・重点課題」、各達成目標の評価は以下のとおりである。  

 重点項目          重  点  課  題  

 

 １  

 

  

 

学習活動  

 

 

家庭学習習慣の確立と授業力の向上  

        達    成    目    標  評価（昨年度） 

①家庭学習習慣の確立  Ａ（Ｃ）  

②授業力向上  Ｂ（Ｂ）  

 

 

 ２  

 

 

 

 

学校生活  

 

 

・基本的生活習慣の定着および「自覚と責任」を持たせる生指導の充実  

・思春期のライフスキルの育成  

                達    成    目    標                         評価  

①登校指導、頭髪、服装指導の充実  Ｄ（Ｃ）  

②清掃の強化 

③生徒のコミュニケーション能力の育成・向上  

Ｃ（ ） 

Ａ（Ｂ） 

 

 ３  

 

 

 

進路支援  

 

 

進路意識の向上と進路実現に向けた進路指導  

                達    成    目    標       評価  

①進学 進路指導に対する満足度９０％以上                Ａ（Ｂ）  

②就職  進路指導に対する満足度９０％以上                Ａ（Ａ）  

 

 ４  

 

 

 

特別活動  

 

 

諸活動を通じ、自ら考え、自ら行動する姿勢の育成  

                達    成    目    標       評価   

①生徒会行事満足度９０％以上                        Ｂ（Ｃ）  

②一人当たりの貸し出し冊数 3.5 冊（昨年度 3.4 冊）  Ｄ（Ａ）  

 

 ５  

 

 

 

その他  

 

 

学校、保護者、社会における相互の協力と情報共有の促進  

                達    成    目    標       評価  

①  行事や活動への満足度全会員の８０％以上  Ｃ（Ａ）  

②  ＰＴＡ会報『いくゆう』の閲覧全会員の９０％以上  Ａ（Ａ）  

 ※評価の（昨年度）の記載がないものについては、今年度新たに設定した課題  

 

〇目標達成度の評価は、設定１１項目のうち、Ａ（達成した）が５，Ｂ（ほぼ達成した） 

  が２、Ｃ（現状維持）が２、Ｄ（現状より悪くなった）が２という結果であった。 

〇昨年度からＡの数は４から５に増えたものの、昨年度なかったＤが２となった。Ｄとなっ

た２項目は、いずれもコロナ禍における休校、行事や活動の縮小などが影響した。 

 

７ 次年度へ向けての課題と方策  

〇今年度は、特に前半で新型コロナウイルス感染防止対策に終始し、教育活動を全般的に縮

小せざるを得なかったが、後半では、感染防止対策とりつつ、行事や部活動にも工夫して

取り組んだ結果、成果を出すことができた。この経験を次年度の教育活動の計画・立案に

活かしていく。 

○今年度の評価や学校評議員の意見を踏まえ、新高校の「めざす学校像」を明確化し、新た

なる重点課題を設定する。  

〇今まで以上に、保護者や同窓会、大学、企業、地域社会との連携を強化する。  

〇生活指導・学習指導、進路指導に関する情報発信を充実させる。具体的にはウェブサイ 

  ト等のさらなる活用、「各種通信」や、進学・就職説明会（懇談会）の充実等を図る。  


